
野鳥に関する通報があったときの確認フロー（市町村、警察署通報窓口担当者向け）

野鳥に関する通報（野鳥が死んでいる、様子がおかしいなど）があった際は、 黄色の部分について、確認・協力をお願いします。

水鳥（ハクチョウ、カモ等） その他の種（スズメ大の小鳥、ハト等）が 検査は行いません。
　または ５羽以上死亡または衰弱している。 　死んでいる場合　・・・一般廃棄物として処分するよう伝達。
猛禽類（タカ、ハヤブサ等） 　生きている場合 ・・・傷病鳥獣対応。下記機関へ連絡するよう伝達。
　である 　（衰弱） 　 平日：各地方振興局

　 休日：野生生物共生センター

いいえ 検査は行いません。
・対応レベルに応じた羽数を満たしている。 　死んでいる場合　・・・一般廃棄物として処分するよう伝達。
・鳥種が不明であり、羽数を満たしているか分からない。 　生きている場合 ・・・傷病鳥獣対応。下記機関へ連絡するよう伝達。

　（衰弱） 　 平日：各地方振興局
はい 　 休日：野生生物共生センター

いいえ 検査は行いません。
・出血がなく、状態が良い。 ・干からびていない 　死んでいる場合　・・・一般廃棄物として処分するよう伝達。
・他の生物に食い荒らされている様子が見られない。 　生きている場合 ・・・傷病鳥獣対応。下記機関へ連絡するよう伝達。
・骨折している様子が見られない。 ・その他外傷等が見られない。 　（衰弱） 　 平日：各地方振興局

　 休日：野生生物共生センター

　　
■地方振興局職員の現場対応について

　通報時刻や回収場所によって、職員の安全が図れないと判断した場合は、回収を行わない、
以下の内容を管轄の地方振興局へ通報する。 または翌日の対応になる場合があります。
・発見日時 　【職員の安全が図れない場合の例】
・発見場所 　　（１）薄暮等、周囲が見えにくい状況での回収。（薄暮は17時を目安とします。）
・通報者の氏名・連絡先 　　（２）河川や湖沼等、水中の個体の回収。
・①～③で聞き取った内容

■回収への協力について
　 　簡易検査対象の死亡野鳥については県職員が回収に赴きますが、到着まで時間がかかる

場合等が多くあります。場所が特定できない場合や、個体が不明になる場合もあります。
現場確認、簡易検査等の諸対応（県） 　家きん防除の見地から、速やかに検査を行うため、個体の確保や、役場等での引き渡し等が

可能であれば、ご協力をお願いします。

③外傷・損傷・腐敗等がないか確認する（別紙２参照）

はい

④管轄の地方振興局へ通報する

通報

①鳥種を確認する

いいえ いいえ

はい

はい

②羽数を確認する（別紙１参照）


